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既製子供服に関する消費者の実態調査
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1　序 論
　現在における既製服は種類やサイズも豊富であり，海外との技術提携なども盛んに行なわれて
来ている。昭和47年には全体の既製服化率は72．5％で前年の71．9％に比べ0．6％の伸びを見せ，
既製服化が着実に進んでいる事を示している。これを紳士服，婦人服，子供服に見ると男児服
の既製化rbs　95．　4％と最も高く，ついで紳士服の78．1％，女児服77．5％，婦人服64．1％と続いて
いる。
　これらの重衣料分野における既製服化率が顕著になって現われたのは，消費の高度化と，ファ
ッシ・ンの多様化に備えるため，既製服業界が裁断，縫製の技術向上に努める一方，デザインの
質的向上と相まって欧米諸国のファッションに遜色ない域に達した事，及び技術不足から縫製工
賃高を招いた注文服よりも割安でしかもファッションを十二分に楽しむ事ができることなどが，
消費者の関心を呼んだと言えよう。
　このようにして既製服の需要が著しくなったが，ここでは子供服について消費者はどのような
観点で購入し，どのような事を望んでいるのか，それと共に縫製上の問題点を探る事を目的とし，
今回の調査を実施した。
皿　調　査　方　法
1）調査対象および方法
　3歳～6歳迄の子供服について，その母親に，既製子供服を購入する理由，購入条件（デザイ
ン，色，柄，生地，価格，仕立て方，品質表示，サイズ），購入先，縫製による破れの経験など37
項目にわたる質問事項を設定した用紙を配布し，解答を依頼，回収する方式をとった。この調査
対象については，今回は新潟県内各地域から多くの学生が来ていること，調査のしやすさという
ことから，本学の服飾美術科1，2年生，幼児教育科1年生，服飾美術専攻生を通じて対象幼児
を持つ母親に配布を依頼した。
　　配布部数　404部　　有効回答数　140部　　回収率　34％
　この回収した有効回答用紙にもとづき集計してまとめ検討した。
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2）調査期間
　調査期間は昭和52年3月～53年1月迄である。
皿　結果および考察
　調査結果は次に示す通りになったが図1～図5，図9，図10の結果は140人中の割合をパーセ
ントで示したものである。
1）既製子供服を購入する理由
　「すぐに着せる事ができる」，「価格がオーダーより安い」，「色，柄，材質が豊富である」，
「仕立てる時間がない」の質問に対し，「すぐに着せる事ができる」が140人中76．4％と最も多く，
次に「価格がオーダーより安い」と答えている。
2）　購入条件
　デザイン，色，柄，生地，価格，仕立て方，品質表示，サイズの質問に対して，デザイン，価
格が第一で，色，仕立て方，柄，生地，品質表示，サイズの順で考えている。これについての詳
細は以下に述べる事にする。
①デザイン（図1）
　　現状で「満足している」と答えた人は34．3％，「どちらとも言えない」が47．9％と言う結果
　であったが，不満な理由として，過剰な装飾，大人の流行を真似た，子供らしさの欠いたデザ
　インをあげている。
②　色　（図1）
　　「満足している」と答えた人は62．1％とかなり多くの人が満足しているが，やはり子供の色
　彩感覚を養う事の重大さは，親の責任でもあり，子供の好みと同様，趣味の良い色使いを望ん
　でいる。
③　柄　（図1）
　　「満足している」と答えた人は43．6％と半数に満たないが，「どちらとも言えない」と答え
　た人は45．7％と一応は現状で満足していると言える。
④生地の種類（図1）
　　「満足している」と答えた人は40％，「どちらとも言えない」が47．9％と，この場合もすっ
　きりしないまでも満足していると言える。
満足　 不満　どちらとも言えない　図1　購入時の条件　（単位％） 不明
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⑤価格（図2）
　　「高い」と思う人は66．4％と非常に多く，　「安
　い」と思う入は2．9％とわずかではあったが答えて
　いる。「高い」と答えた人に，ではなぜ購入したの
　かの質問に対して，　「品物が良いので高くても買っ
　た。」と66．4％中の59．1％の人が答えている。価格
　に対する受け取り方は個人差はもとより，それぞれ
　の価値感の違いにより，様々であろうが，その価格
　に合った縫製，質等が伴なっている事が購入する理
　由になっている。
⑥品質表示，サイズ
　　表示の理解の難易という面から「わかりやすい」
　「わかりにくい」「表示は見ない」との質問をした
　が，　「わかりやすい」と51．4％の人が答えているが，
　「表示は見ない」とわずかではあるが3．6％の人が
　答えている。サイズについては（図3）「満足して
　いる」と38．6％の人が答え，子供の年令との比較に
　ついては（図4）に示す通りで，「子供の年令より
　も大きいサイズを買う」と77．1％の人が答えている。
　これは成長過程が著しく変化する時期だけに，購入
　時の大きな条件と言えよう。
⑦仕立て方（図5）（図6）
　　「雑に縫われている」が53．6％と半数の人が答え
　ているが，（図6）ではその雑と答えた人に対して，
　針目が荒い，付属品，装飾品等のつけ方
　が雑か，部分的に雑かの設問をした結
　果である。特にボタン，スナップ，カギ
　ホック付け，飾りレース等が雑に縫われ
ていると，66．7％の入が答えている。そ
のような縫製に対して，破れた経験は
「ある」「ない」の質問に対し「ある」
と140人中67．1％の人が答えており，か
なり多くの人が経験していた。その時の
状態は「着用中」「洗濯中」かに対し
て，　「着用中」50％，　「洗濯中」50％と
同数の答えであった。その破れた服種で
特に多かったのが男児服のズボン，女児
服のシャツブラウスがあげられ，破れた
箇所については（図7），
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図4サイズと年齢
　　　　　　　　　　　　（図8）で示す通りである。女児に比べて，男児の動作は激しいだ
けに破れの経験も多くなっていると考えられる，
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図8　女児 スウツフツヤシ
3）購入先
　デパート，専門店，小売店，スーパーマーケットの内，デパートが最も多く，専門店，スーパ
ーマーケット，小売店の順になっている。品物が豊富に揃っているデパートは，行きやすさと共
に，選べる自由が小売店などに比べて優れていることによると推察される。
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4）子供服の既製服が占める割合（図9）
　「全部既製服」と答えた人は55％，　「既製服と母親
の手作り」は33．6％，「既製服と注文して作る」が
6・　4％で，これらすべてが既製服を購入していると考
えられるわけであるから，95％の母親が既製子供服を
着せていると言えよう。
5）　母親の洋裁，和裁の経験（図10）
　洋裁については経験が「ある」と答えた人は70．7％
で，和裁については経験「ある」と42．1％の人が答え
ているが，洋裁に比べかなり少ない答えであった。洋
裁の経験が70．7％に対して，子供服を母親の手で縫う
が33．6％と言う事は，洋裁の経験があっても実際にそ
れを生かしている人は半数にも満たず，既製服の便利
さに経験が押されてしまっている事がうかがえる。
　特に最近では共働き夫婦が増加しており，
時間的に余裕がない生活の中で，手作りと言
う楽しみは徐々になくなって来ているとも考
えられる。それだけに購入してすぐに着せる
事のできる既製服がもてはやされるゆえんで
あろう。
　手作り派の縫う時のポイントとして，子供
の脱ぎ着が楽なデザインで洗濯に耐えるしっ
かりとした生地を用い，必ずポケットをつけ
る事としている。このポヶットはハンカチ，
チリ紙を入れる実用面からだけではなく，子
供の夢をつめ込む宝物入れとして母親の暖か
さとも感じられる。そして破れやすい部分は
丈夫に縫っていると答えている。
6）既製子供服のバーゲンセール利用度
　時々利用するは71．4％，大部分利用するは
17．1％と答えており，消耗の激しい子供服だ
けに安価で求められる，このセールを利用し
ているものと考えられる。それに反して「利
用しない」は10．7％でその理由として，良い
晶物がなく粗雑品が多いと答えているが，安
い＝粗雑品と考えているのであろう。
7）既製子供服に望む事
　（図11）に示す通りになったが，
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図10　洋裁，和裁の経験
　　　　　　　　　　　　　　　この頃の年代は遊びが生活の中心であるため，汚れる事が当
り前であり，それと同様に洗濯の回数も多くなるわけである。そのような事からも子供の機能に
重点を置き，活動しやすいデザイン，材質，洗濯のきく堅ろうな染色がなされた生地，丈夫な生
地等が望まれている。
　縫製面では，正しい縫製を望んでおり，特に付属品のつけ方，縫代の分量，各箇所の丈夫な縫
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い方等が要求されており，その
ほかに股上が浅く遊んでいる内
に腰が出ていると言った意見も
あり，子供の体型，動きを無視
したデザインも多く出ていると
言えよう。
w　総 舌手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上のことより，既製子供服
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の購入理由，購入条件，購入方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法として，次のことが明らかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なった。
　　　　　　　　図11既製子供服に望むこと　　　　　　　　　1）　消費者が既製子供服を購入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する理由として，ほしい品物
　が安易に購入でき，すぐに着せることができると思っているものが多い。
2）購入条件は第一にデザインを見るものが多く，次に価格を見，色，仕立て方，柄，生地を見
　る順となっている。
3）価格については，高いと思うものが66．4％と半数以上であったが，バーゲンセールの利用度
　の高かったこともそれを裏付けているようであった。
4）縫製面では67．1％のものが破れた経験をしていた。この場合の状態は洗濯中と着用中と同数
　であった。
5）　男児服と女児服を見た場合，男児服の方が明らかに女児服の破れの経験よりも多くあった。
6）購入先についてはデパート，専門店が多い。
7）子供服の既製服が占める割合は，全部既製服と答えたものが55％と半数よりやや多い。
8）母親の洋裁と和裁の経験については，洋裁は70．7％とかなり多いが，和裁については，42．1
　％であった。
　今回の調査を通して子供服を考えた場合，子供が洋服を着る事は，洋服に着られている事であ
ってはならないし，まだ自分で選ぶ事のできない子供だけに，母親の購入時に対する責任は殊の
ほか大きい。また，子供自身の個性を尊重すると共に，園児として集団生活の中で調和する洋服
でなければならないし，この頃の子供の趣味性は，後の生活に大きく影響して来る事は否定でき
ない事実である。そのような事をふまえた上で，購入する事がより良い子供服を購入する事につ
ながると言える。
　今回の調査では各点から問題点を見い出したわけであるが，今後は著者の課題として，縫製を
取り上げ，この問題点をテーマに子供服に適した最良の縫製を探るべく研究を進めて行きたい。
　終りに本調査に御協力いただきました，本学の学生諸嬢に心から感謝を申し上げるとともに，
暖かく御指導，御助言を下さいました本学被服構成学研究室玉木シゲ教授，材料学研究室西沢信
助教授に厚く御礼を申し上げます。
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